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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第64期
第３四半期
連結累計期間

第65期
第３四半期
連結累計期間

第64期

会計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日

自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日

自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日

売上高 (百万円) 22,911 24,649 31,159

経常利益 (百万円) 1,798 2,120 2,605

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,166 1,343 1,730

四半期包括利益又は
包括利益

(百万円) 490 861 1,244

純資産額 (百万円) 24,496 25,171 25,255

総資産額 (百万円) 35,977 36,612 37,195

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 37.49 43.18 55.62

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 37.49 43.10 55.61

自己資本比率 　 (％) 67.7 68.3 67.5

　

回次
第64期
第３四半期
連結会計期間

第65期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日

自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 11.76 8.55

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第64期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

４　第65期第１四半期連結会計期間から潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定にあたり、「１株当

たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号　平成22年６月30日）及び「１株当たり当期純

利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号　平成22年６月30日）を適用しており

ます。当該会計方針の変更は遡及適用され、第64期第３四半期連結累計期間及び第64期の潜在株式調整後１

株当たり四半期(当期)純利益金額について遡及適用しております。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。
　

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、成長を牽引してきた中国の金融引き締めによる成長

率の鈍化、欧州地域における財政問題の深刻化の影響等により、不透明感が増す状況となりました。また、

我が国経済においても、東日本大震災の影響による生産活動の停滞から徐々に持ち直しの傾向が見られ

るものの、急激な円高の進行及び定着による企業収益の悪化への懸念が強まり、弱含みで推移いたしまし

た。当社グループの所属する社団法人日本電気制御機器工業会の出荷高につきましても、前年同四半期に

比べて、国内出荷高は約３％増加したものの、海外出荷高が減少したことにより、全体ではほぼ横ばいと

なりました。

当社グループでは、恒常的な円高に対応していくためにも、海外調達の拡大、拠点再編による最適な生

産拠点体制の構築を積極的に進めるとともに、当連結会計年度を２年目とする中期経営計画において、主

力スイッチ事業の強化、中国事業の拡大と体質強化、ＬＥＤを中心とする環境関連ビジネスの推進に取り

組んでおり、厳しい環境の中ではありますが、着実に成果につなげております。

そのような取り組みにより、当社グループの国内売上高は、主力の制御用操作スイッチをはじめとする

制御機器製品の需要拡大に加え、節電対策ニーズを受け、ＬＥＤ関連製品が好調に推移したことなどによ

り、前年同四半期に比べ、17億９千２百万円増収の162億１千６百万円（前年同四半期比12.4％増）とな

りました。海外売上高は、中国市場を中心としたアジア地域での成長があったものの、円高の影響などに

より、前年同四半期に比べ、５千３百万円減収の84億３千３百万円（前年同四半期比0.6％減）となりま

した。その結果、連結全体の売上高は、前年同四半期に比べ、17億３千８百万円増収の246億４千９百万円

（前年同四半期比7.6％増）となりました。

営業利益は、前年同四半期に比べ、増収効果による利益増により、７千６百万円増益の21億９千４百万

円（前年同四半期比3.6％増）となりました。

経常利益は、前年同四半期に比べ、増収効果による利益増や為替差損の減少により、３億２千１百万円

増益の21億２千万円（前年同四半期比17.9％増）となりました。
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四半期純利益は、当第３四半期連結累計期間において投資有価証券評価損を計上したものの、前年同四

半期に資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額を計上したことにより、前年同四半期に比べ、１億７千

７百万円増益の13億４千３百万円（前年同四半期比15.2％増）となりました。

なお、当第３四半期連結累計期間における対米ドルの平均レートは、78.97円（前年同期は86.84円で、

7.87円の円高）となりました。
　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①　日本

成長戦略の一環として取り組んでおりますＬＥＤ事業が伸長したことに加え、主力製品である制御

用操作スイッチ、安全関連製品などの制御機器製品群の需要回復が進んだ結果、売上高は、前年同四半

期に比べ、17億６千３百万円増収の177億６千万円（前年同四半期比11.0％増）となり、営業利益は、前

年同四半期に比べ、１億３千５百万円増益の12億１千５百万円（前年同四半期比12.5％増）となりま

した。　

②　北米

制御用操作スイッチを含む制御機器製品群やプログラマブル表示器及びプログラマブルコントロー

ラを含む制御装置及びＦＡシステム製品群が堅調に推移し、現地通貨ベースでの売上高は前年同期を

上回ったものの、大幅な円高の影響を受けたことにより、円換算ベースでの売上高は、前年同四半期に

比べ、１億８千９百万円減収の26億２千万円（前年同四半期比6.8％減）となり、営業利益については、

前年同四半期に比べ、９百万円減益の１億７千２百万円（前年同四半期比5.2％減）となりました。

③　欧州

制御用操作スイッチを含む制御機器製品群やプログラマブルコントローラを含む制御装置及びＦＡ

システム製品群の需要回復により堅調に推移し、現地通貨ベースでの売上高は前年同期を上回ったも

のの、大幅な円高の影響を受けたことにより、円換算ベースでの売上高は、前年同四半期に比べ、４百万

円減収の４億７千９百万円（前年同四半期比0.9％減）となり、営業利益は、前年同四半期に比べ、２百

万円増益の３千３百万円（前年同四半期比7.3％増）となりました。

④　アジア・パシフィック

販売重点エリアである中国市場においては、前期より引き続き制御用リレー及び制御用操作スイッ

チなどの制御機器製品群の需要が好調に推移したことや、プログラマブルコントローラをはじめとす

る制御装置及びＦＡシステム製品群が伸長した結果、売上高は、前年同四半期に比べ、１億６千９百万

円増収の37億９千万円（前年同四半期比4.7％増）となりました。しかしながら、営業利益は、前年同四

半期に比べ、８千７百万円減益の７億５百万円（前年同四半期比11.0％減）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産の額は、前連結会計年度末より５億８千３百万円減少し、366億

１千２百万円となりました。これは、主に現金及び預金が16億３千３百万円減少したこと、投資その他の

資産のその他に計上していた敷金及び保証金が５億７千９百万円減少した一方で、有形固定資産が15億

９百万円増加したことによるものです。

負債総額は、前連結会計年度末より４億９千８百万円減少し、114億４千１百万円となりました。これ

は、主に預り金が５億６千４百万円減少した一方で、未払法人税等が１億４千６百万円増加したことによ

るものです。

純資産につきましては、主に四半期純利益の計上により利益剰余金が４億１千万円増加した一方で、為

替換算調整勘定のマイナス残高が４億９千１百万円増加したことにより、前連結会計年度末より８千４

百万円減少し、251億７千１百万円となりました。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　
(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は18億４千４百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において当社において当社グループの研究開発活動に重要な変更は

ありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 150,000,000

計 150,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末現在

発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 38,224,48538,224,485

東京証券取引所
市場第１部
大阪証券取引所
市場第１部

単元株式数は100株であり
ます。

計 38,224,48538,224,485― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年12月31日 ― 38,224 ― 10,056 ― 5,000

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　 　7,112,900

―
権利内容に何ら限定のない
当社における標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式　　31,090,000 310,900 同上

単元未満株式 普通株式        21,585― 同上

発行済株式総数 38,224,485― ―

総株主の議決権 ― 310,900 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が500株(議決権５個)含まれて

おります。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式22株が含まれております。

３　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

②【自己株式等】

平成23年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
ＩＤＥＣ株式会社

大阪市淀川区西宮原１丁
目７番31号

7,112,900 ― 7,112,900 18.61

計 ― 7,112,900 ― 7,112,900 18.61

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１

日から平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日ま

で）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,139 6,505

受取手形及び売掛金 5,757 ※2
 5,587

商品及び製品 3,667 3,593

仕掛品 685 895

原材料及び貯蔵品 1,983 2,294

繰延税金資産 680 502

その他 399 475

貸倒引当金 △34 △38

流動資産合計 21,278 19,816

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,580 5,037

機械装置及び運搬具（純額） 889 715

工具、器具及び備品（純額） 468 428

土地 4,406 6,631

リース資産（純額） 390 394

建設仮勘定 2,932 969

有形固定資産合計 12,667 14,176

無形固定資産 599 488

投資その他の資産

投資有価証券 878 996

長期貸付金 5 5

繰延税金資産 754 697

その他 1,127 522

貸倒引当金 △114 △90

投資その他の資産合計 2,651 2,130

固定資産合計 15,917 16,795

資産合計 37,195 36,612
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,049 4,055

短期借入金 2,498 2,199

1年内返済予定の長期借入金 － 100

リース債務 162 158

未払法人税等 259 406

未払金 505 478

未払費用 1,203 761

預り金 1,426 862

賞与引当金 － 353

その他 48 48

流動負債合計 10,153 9,423

固定負債

長期借入金 － 175

リース債務 279 276

退職給付引当金 1,367 1,416

役員退職慰労引当金 57 57

資産除去債務 81 92

固定負債合計 1,786 2,017

負債合計 11,940 11,441

純資産の部

株主資本

資本金 10,056 10,056

資本剰余金 9,690 9,690

利益剰余金 13,786 14,196

自己株式 △6,395 △6,395

株主資本合計 27,138 27,547

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △25 △27

為替換算調整勘定 △2,014 △2,506

その他の包括利益累計額合計 △2,039 △2,534

新株予約権 65 54

少数株主持分 92 103

純資産合計 25,255 25,171

負債純資産合計 37,195 36,612
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 22,911 24,649

売上原価 12,597 13,703

売上総利益 10,313 10,946

販売費及び一般管理費 8,195 8,752

営業利益 2,118 2,194

営業外収益

受取利息 13 16

受取配当金 9 10

持分法による投資利益 － 11

受取賃貸料 68 69

助成金収入 4 －

その他 42 47

営業外収益合計 138 155

営業外費用

支払利息 51 42

持分法による投資損失 6 －

為替差損 320 121

減価償却費 35 35

その他 43 30

営業外費用合計 457 230

経常利益 1,798 2,120

特別利益

固定資産売却益 283 162

貸倒引当金戻入額 0 －

新株予約権戻入益 － 28

特別利益合計 283 191

特別損失

固定資産売却損 6 0

固定資産廃棄損 0 43

投資有価証券評価損 － 100

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 156 －

特別損失合計 163 144

税金等調整前四半期純利益 1,919 2,167

法人税、住民税及び事業税 382 573

法人税等調整額 345 229

法人税等合計 727 802

少数株主損益調整前四半期純利益 1,191 1,364

少数株主利益 25 21

四半期純利益 1,166 1,343
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,191 1,364

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 42 △2

為替換算調整勘定 △743 △500

その他の包括利益合計 △700 △503

四半期包括利益 490 861

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 468 848

少数株主に係る四半期包括利益 21 12
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【会計方針の変更等】
　

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日)

(会計方針の変更)

第１四半期連結会計期間より「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号　

平成22年６月30日）及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第４号　平成22年６月30日）を適用しております。

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定にあたり、一定期間の勤務後に権利が確定する

ストック・オプションについて、権利の行使により払い込まれると仮定した場合の入金額に、ストック

・オプションの公正な評価額のうち、将来企業が提供されるサービスに係る分を含める方法に変更し

ております。

なお、これによる影響については、「１株当たり情報に関する注記」に記載しております。

　
【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

項目
当第３四半期連結累計期間

(自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日)

税金費用の計算 連結子会社は、当第３四半期連結会計期間を含む当連結会計年度の税引前

当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前

四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しておりま

す。

　
【追加情報】

　

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上

の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上

の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月

４日）を適用しております。

　
【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)
　

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

１ 関連会社の金融機関からの借入金に対して、次の
とおり債務保証を行っております。

IDEC DATALOGIC㈱ 30百万円

１ 関連会社の金融機関からの借入金に対して、次の
とおり債務保証を行っております。

IDEC DATALOGIC㈱ 15百万円

※２ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ
いては、手形交換日をもって決済処理しておりま
す。
なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関
の休日であったため、次の四半期連結会計期間末
日満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含ま
れております。

受取手形 62百万円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

前第３四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日

至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成23年４月１日

至　平成23年12月31日)

減価償却費　　 894百万円 減価償却費　 968百万円

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月11日
取締役会

普通株式 311 10平成22年３月31日 平成22年５月31日 利益剰余金

平成22年11月５日
取締役会

普通株式 311 10平成22年９月30日 平成22年11月30日 利益剰余金

　
２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月13日
取締役会

普通株式 466 15平成23年３月31日 平成23年５月30日 利益剰余金

平成23年11月４日
取締役会

普通株式 466 15平成23年９月30日 平成23年11月30日 利益剰余金

　
２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】
　

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　(単位：百万円）
　 報告セグメント

合計
日本 北米 欧州

アジア・
パシフィック

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 15,996 2,810 483 3,620 22,911

セグメント間の
内部売上高又は振替高

2,912 50 0 2,045 5,009

計 18,909 2,860 483 5,665 27,920

セグメント利益 1,080 181 31 792 2,085

　
２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項）

　　(単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 2,085

セグメント間取引消去 32

四半期連結損益計算書の営業利益 2,118

　
Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　(単位：百万円）
　 報告セグメント

合計
日本 北米 欧州

アジア・
パシフィック

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 17,760 2,620 479 3,790 24,649

セグメント間の
内部売上高又は振替高

2,744 52 1 1,833 4,631

計 20,504 2,672 480 5,623 29,281

セグメント利益 1,215 172 33 705 2,126

　

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項）

　　(単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 2,126

セグメント間取引消去 67

四半期連結損益計算書の営業利益 2,194
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日)

(１)　１株当たり四半期純利益金額 37円49銭 43円18銭

　(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(百万円) 1,166 1,343

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 1,166 1,343

普通株式の期中平均株式数(株) 31,112,412 31,111,607

(２)　潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額(百万円)

37円49銭 43円10銭

　(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益調整額(百万円) ― ―

普通株式増加数(株) 366 58,042

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

　
(会計方針の変更)

第１四半期連結会計期間より「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号　

平成22年６月30日）及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第４号　平成22年６月30日）を適用しております。

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定にあたり、一定期間の勤務後に権利が確定する

ストック・オプションについて、権利の行使により払い込まれると仮定した場合の入金額に、ストック

・オプションの公正な評価額のうち、将来企業が提供されるサービスに係る分を含める方法に変更し

ております。

これらの会計基準等を適用しなかった場合の前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益の金額は、37円44銭であります。
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２ 【その他】

平成23年11月４日開催の取締役会において、平成23年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に

対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①配当金の総額 466百万円

②１株当たりの金額 15円

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成23年11月30日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成24年２月13日

ＩＤＥＣ株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
公認会計士　　姫　　岩　　康　　雄　　印

業 務 執 行 社 員

　
指定有限責任社員

公認会計士　　成　　本　　弘　　治　　印
業 務 執 行 社 員

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＩＤＥＣ株式会社

の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＩＤＥＣ株式会社及び連結子会社の平成23年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上
　

 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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